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第１章 文化的景観の保存活用計画の目的と対象 

 

１．計画の目的と背景  

●計画の目的 

この計画は、五島市の貴重な文化的景観の特徴や特性を伝え、これを地域の再生や活

性化に活かすことによって人口減少に歯止めをかけ、豊かな自然と歴史に支えられた島

の魅力を暮らしやすさと共に次世代に引き継ぐことを目的として作成するものである。 

 

●計画策定の背景 

五島市が所在する五島列島は、九州の最西端に位置し、北東から南西へと連なる列島

であり、北東から、中通島、若松島、奈留島、久賀島、福江島の主要島が並び、その周

辺には大小の属島が浮かぶ。このうち五島市は、長崎港の西方海上約 100km にある福江

島を主島に、奈留島、久賀島、椛島、黄島、赤島、蕨小島、黒島、島山島、嵯峨島、前

島の 11の有人島と 52の無人島から構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県における五島列島及び五島市の位置 図 

 

五島市では、戦後早くから歴史や自然の愛好家や郷土史家等により多くの遺跡が発見

され、西海国立公園等の自然の保全が図られ、観光振興や景観まちづくりを後押しして

きた。潜伏キリシタンに関係する歴史をもつ集落が多く、世界文化遺産を目指した取組

が長崎県を中心に進められる中では、平成 19年 1月に世界遺産暫定リストに登録された

「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の構成資産に久賀島の旧五輪教会堂と奈留島の

江上天主堂が含められ、どちらも平成 22 年 1 月に重要文化財（建造物）に指定された。 

このような流れの中で、教会堂だけではなく、周囲の自然環境や歴史環境に幅広く目

を向け、その全体としての良さを継承していこうと、五島市では、平成 20年度に市全域

を対象とした五島市景観計画を策定した。また、平成 20 年度から平成 21 年度にかけて

久賀島を中心に文化的景観保存調査を実施し、その成果を「五島市久賀島の文化的景観

保存調査報告書」（平成 22年 3月）としてまとめると共に、平成 23年 3月に久賀島の文
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化的景観の特徴や価値、その継承のための方針や方策を「五島市久賀島の文化的計画保

存計画」としてまとめた。これが、本計画の前身を成すものである。 

調査においては、 (a)島の地形条件に応じた集落の立地やその土地の利用及び、(b)島

内に自生するヤブツバキの利用、という二つの視点から久賀島の文化的景観としての特

徴や特性が明らかになったことから、五島市では文部科学大臣に選定申出を行い、平成

23 年 9 月に久賀島全島が「五島市久賀島の文化的景観」として重要文化的景観に選定さ

れた。 

 

●計画の改訂の背景 

平成 30 年 7 月に、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」がユネスコ世界遺産

リストに登録され、「久賀島の集落」と「奈留島の江上集落」もその構成資産となってい

る。五島列島においては海により島と島が結ばれ、久賀島と奈留島の生活圏としての一

体性は、平成 20 年度から平成 21 年度にかけての文化的景観保存調査においても述べら

れていたところである。 

そこで、五島市では、平成 29 年度から平成 30 年度にかけて、奈留島においても文化

的景観保存調査を実施し、その成果を「五島市文化的景観調査報告書 奈留島編」（令和

2年 3月）としてまとめた。この調査を通じて久賀島と奈留島における自然、歴史、生活・

生業の相違点やこれに基づく互助の様子が改めて顕在化したところであるが、自動車交

通や動力船の普及と発達の中で、海を介して向かい合う集落同士の関係性が変わりつつ

あることも明らかとなった。 

海と島から成る風光明媚な景観は、瀬戸を挟んで向かい合う集落の関係性や、島々に

伝えられてきた海に関わる知識等とも大きく関係し、文化的景観の重要な一部を成すも

のである。そのため、五島市では、令和 3 年 8 月に「五島市久賀島の文化的計画保存計

画」の計画対象範囲に周辺海域及び奈留島の北西部を含め、計画名称を「長崎県五島市

文化的景観保存活用計画― 五島列島における瀬戸を介した久賀島及び奈留島の集落景

観 ―」と改めた。 
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２．計画対象範囲 

  本計画の対象範囲は、下図に記す通り、久賀島全域及び奈留島の大串・江上集落の全

域（大串・江上町内会の範囲に対応し、字界を境とする）、これらの陸域の汀線から沖合

1㎞の範囲、この海域に含まれる島々から成る。 

  本計画においては、計画対象範囲に含まれる集落を 4 頁及び 5 頁に示すとおり記す。

また、海域のうち、福江島と久賀島の間の瀬戸は「田ノ浦瀬戸」、久賀島と奈留島の間の

瀬戸は「奈留瀬戸」と記す。 

 

計画対象範囲図  

計画対象範図 
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●久賀島集落位置図 

以下の図は重要な構成要素になっている久賀島の集落と居住域、主な河川の位置を示

すものである。 
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●奈留島集落位置図 

以下の図は重要な構成要素になっている奈留島の江上集落、大串集落と居住域、江上

川の位置を示すものである。 

 

 

 

 


